
令和８年度「健やかな体」育成プログラム 
学校番号：31006  

学校名：伏見中学校 
 

 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国の記録と同程度もしくは上回った種目 

握力、長座体前屈、立ち幅跳び、 

ハンドボール投げ 

○全国の記録より下回った種目 

 反復横跳び、上体起こし、 

２０m シャトルラン、５０ｍ走 
〇瞬発力や柔軟性、筋パワーを要する種目は良好である。 

 ○全国の記録と同程度もしくは上回った種目 

握力、長座体前屈、立ち幅跳び 

ハンドボール投げ 

○全国の記録より下回った種目 

反復横跳び、上体起こし、 

２０m シャトルラン、５０ｍ走 

〇持久力、敏捷性、筋持久力は不足傾向にあり、特に全

身を継続的に動かす運動に課題が見られる。 

 
○Q1.「運動が好き・やや運動が好き」と回答 

※()は昨年度の記録 

R7 男子 92.2% (91.8%) 、女子 71.2% (79.9%) 

○Q9.「体育の授業が楽しい・やや楽しい」と回答 

R7 男子 94.8% (95.4%) 、女子 78.8% (85.3%) 

〇昨年と比較し男子は同程度、女子は低下した。 

〇全国と比較し男子は同程度、女子は下回った。 

〇体育の授業で「楽しさ」や「できた」という成就

感や満足感を持つことができる効果的な活動を行

うと同時に、個人の運動に対する目標を明確化

し、運動習慣の定着につなげていきたい。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○保健体育科の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技の様子や観察等） 〇授業参観、公開授業 

○全国体力・運動能力、運動習慣調査等を活用  

○学校独自の児童・生徒アンケートや保護者アンケート等の活用（学校評価アンケート） ○札幌市全体の共通指標に基づくアンケート 

体力・運動能力
＜男子＞ 

体力・運動能力
＜女子＞ 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働  

○体育の授業で「楽しさ」や「できた」という

成就感や満足感を持てる指導。 

〇生涯にわたり運動をする習慣を身に付けるこ

とにつながる知識・技能を養う。  

○自己の課題の明確化、学習成果の把握、 

運動効果の実感が次の学習や継続した運動 

実践への意欲と結びつく指導。  

○ICTを活用した 主体的な学びを通して学ぶ力 

の育成を充実。  

○授業初めのサーキットトレーニング 

（ランニング、筋力トレーニング）を充実し、 

筋力・持久力を中心とした体力向上を図る。  

○スキー学習において、外部講師を効果的に 

活用して冬季スポーツの楽しさを味わうと 

共に、スキーに親しむ習慣の育成につなげ 

る。 
 
 
 

◯感染症対策について理解を深め、継続的に

実施させる。  

○総合的な学習の時間（防災教育）や保健体

育科の中で、防災協会と連携し、心肺蘇生

法や応急手当などについての実技講習を実

施する。  

○技術・家庭科、保健体育科、栄養教諭（山

鼻中）、給食係で連携しながら、食育指

導・健康教育の推進の充実を図る。  

〇テレビ、DVD、ゲーム機、スマートフォン、パ

ソコンを見ている時間を減らし、効果的に運

動を取り入れられるよう、家庭と連携しなが

ら生活習慣の改善を図る。 
 
 

○体を動かす時間（昼休み）を確保し

て、廊下・体育館・グランドを開放

し、運動の機会を作る。 

○陸上競技記録会(全校)・体育大会(学

年)を開催し、スポーツに触れる機会

を増やす。 

〇陸上競技大会前昼休み20分の練習時

間を確保する。  

〇体育大会実施前昼休み20分の練習時

間を確保する。  

 
 


